Modern Beauty  －フランスの絵画と化粧道具
ファッションにみる美の近代化
ポーラ美術館（箱根・千石原）　　2016.03.19〜09.04
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　19世紀中頃のフランスにおけるモードは、産業革命による紡績機や織物機の改良、縫製技術の発展や百貨店などによる流通の拡大、情報メディアの広がりなどにより大きな変化を遂げた時代である。絵画の分野では都市風俗が主題とあり、密室での女性の化粧や身づくろいなどの日常的な場面が描かれている。
　20世紀になると女性の社会進出やスポーツや旅行などの生活習慣の変化により、服装などの生活様式（モード）はより活動的となり機能的に変化してきた。
　本展では当館が所蔵する19〜20世紀の絵画を中心に、同時代の関連雑誌やファッションプレート、装飾品、化粧道具、衣装などを合わせて展示し、流行のモードや化粧が画家たちによってどのように描かれたのかを検証して、その背　　景・意味や100年前の女性たちの「美」へのこだわりにも焦点を当てている。
≪ベンチにて≫　エドゥアール・マネ　1879年　パステル/カンヴァス
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女優「ジャンヌ・ドマルシー」をモデルとした作品で、横顔に見られる華やかな美しさと優美さ、活き活きとした生命感が、明るい色彩によって描き出されている。画伯は生涯にわたり「90点」近くのパステル作品を残しているが、そのうち「70点以上」が女性の胸像を描いたのは、パステルが滑らかな画肌を作りだすことができて女性の柔らかな肌の表現に適しているからとされている。
